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研究成果の概要（和文）：本研究では、高不安者におけるマインドワンダリングの認知・感情的な性質について
明らかにすることを目的としている。高不安者の日常生活におけるマインドワンダリングの性質について、携帯
端末を使用して検証を行った。大学生65名が調査に参加した。参加者は、不安傾向を測定する質問紙に回答し
た。その次の日から7日間、日常生活中でのマインドワンダリングおよび気分について測定した。分析の結果、
マインドワンダリングとネガティブな気分には関連が見られ、マインドワンダリングが起きている際にはネガテ
ィブな気分が誘発されていることが明らかとなった。しかし、不安傾向はマインドワンダリングの発生には関連
していなかった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the emotional and cognitive characteristics 
of mind-wandering in anxious individuals. To investigate these characteristics in daily life 
setting, mobile devices were used. Participants were 65 undergraduates who had to complete the 
questionnaire that assessed anxious-trait, and online experience sampling method (ESM) questionnaire
 that assessed the occurrence of task-unrelated and stimulus-independent thought (i.e. 
mid-wandering) and anxious-mood that they experienced from the last to current ESM signals. The 
analyses of multilevel modelling predicting anxious-mood showed that the mind-wandering were 
significantly associated with anxious-mood after controlling pleasant / unpleasant event. However, 
anxious-trait was not significantly associated with mind-wandering.

研究分野： 感情心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高不安者が心配にとらわれてしまう背景には、自己の内部に生じた思考に注意が向いてしまうマインドワンダリ
ングが関連していると考えられる。しかし、日常生活における調査の結果、単純に高不安者はマインドワンダリ
ングの頻度が多いというわけでないことが明らかとなった。よって、高不安者が心配などの内部表象にとらわれ
てしまうとしても、それは頻度のせいではなく、それらに対する認知的なプロセスが原因として考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
心配が発生するメカニズムとして，高不安者の脅威に対する過敏な注意が考えられている

（Mogg, McNamara, Powys, Rawlinson, Seiffer, & Bradley, 2000）。しかし，申請者が実施し
た研究において，このような脅威への過敏な注意と日常生活における不安の関連は確認された
が（Iijima, Takano, & Tanno. 2018），不安を伴う認知的な思考である心配との関連は確認され
なかった。よって，対象となる事象をきっかけとして心配が発生するという観点では心配のメカ
ニズムとして不十分である。そこで，心配が自己の内部から生成され，繰り返し脳裏に侵入して
しまう事を考慮に入れ，なぜ自己の内部に乗じた思考に意識が向いてしまうのかを焦点にする
必要がある。外部環境や現在の活動とは関係ないことについて考えてしまう現象をマインドワ
ンダリングというが（Smallwood & Schooler, 2006），高不安者におけるマインドワンダリング
はこれまで研究がされていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は高不安者におけるマインドワンダリングの認知的な性質（研究１）および感情的な性
質（研究２）について明らかにすることが目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１では，高不安者の日常生活におけるマインドワンダリングの認知的な性質について
実験により検討を行っている。作業中のマインドワンダリングを測定する課題として，持続的注
意課題（Robertson, Manly, Andrade, Baddeley, & Yiend, 1997）が先行研究では用いられてい
る（McVay & Kane, 2009）。この課題は単純な Go/No-Go 課題であり，参加者に一桁の整数を連続
し提示した。参加者には決められて数字（３）以外が提示された場合にキーを押して反応し，こ
の数字が提示された際には反応しないように教示した。持続的注意課題は，課題が非常に単純な
ためキー押し反応が自動化されやすく，参加者は課題とは関係ないことを考えることができる
ため，マインドワンダリングが生じやすいことである。予備実験として 12名の大学生を対象に，
ターゲットの頻度と呈示時間を調整して 3段階の認知的要求度を設定した。 
 
（２）研究２では，高不安者の日常生活におけるマインドワンダリングの感情的な性質について，
携帯端末を使用して検証を行った。大学生 65 名が調査に参加した。参加者は実験室にて研究協
力への同意を行った後に，STAI 日本語版(清水・今栄, 1981)に回答した。次の日から７日間，
参加者には90分から120分の間隔で，回答用のURLが記載されたメールを1日に８回送信した。
参加者はメールを受信後すぐに，その時のネガティブ感情，マインドワンダリングをしていたか，
および前回のメールから現在までのストレスイベントの有無について回答した。 
 
４．研究成果 
（１）研究１では，12 名を対象に予備実験を実施した。持続的注意課題では，3段階の難易度を
設定していたが先行研究と比較して正答率が低かった。持続的注意課題は単純な課題であるた
めに，マインドワンダリングが生じやすいと考えられるが，予備実験の難易度では課題がやや難
しく，マインドワンダリングが生じにくい可能性が考えられた。今後課題の難易度を再調整し，
本実験を実施する予定である。 
 
（２）研究２によって得られた７日間の日常生活中のデータを利用して，マルチレベルモデリン
グによる分析を行った。その結果，マインドワンダリングとネガティブな気分に関連が見られな
かった。しかし，不安傾向はマインドワンダリングの発生とは関連していなかった。よって，マ
インドワンダリングが起きている際にはネガティブな気分となっていることが明らかとなった
が，特に高不安者においてマインドワンダリングが頻発しているわけではないということが明
らかとなった。よって高不安者が心配などの内部表象にとらわれてしまうとしても，それは頻度
のせいではなく，それらに対する認知的なプロセスが原因として考えられる。現在は，マインド
ワンダリングが発生した後のネガティブ感情の変化について，高不安者とそうでないもので違
いがあるのかどうか，研究 2のデータを用いて検討を行っている。 
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